
使用教科書 Amity English Communication I

科目の目標

観点及びその趣旨観点及びその趣旨

◎その単元において特に重点化して指導し、記録に残す事項

〇その単元において指導する事項
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と単元名（授業時間数） 主な言語材料/働き

評価の方法
パフォーマンス課題・定期テスト等

1
学
期

GET READY 1-4 数字，文字，品詞

スピーチ（Show & Tell）

インタビューテスト

中
間
・
期
末
テ
ス
ト

Les.1 The Beautiful Scenery be動詞・一般動詞の現在形

Les.2 My Best Friend be動詞・一般動詞の過去形

Les.3 Love For Dance 進行形／助動詞

2
学
期

Les.4 Endangered Species 不定詞

Les.8 Sapeurs 受動態

比較（原級・比較級・最上級）

COMMUNICATE+ 1 質問する，説明する／買物

Les.7 Serendipity 現在完了

高校英語の基礎副教材

3
学
期

Les.9 Special Makeup Effects 分詞の形容詞的用法

インタビューテスト

ペアでのやりとり

期
末
テ
ス
ト

Les.10 Clean Water 関係代名詞

COMMUNICATE+ 2 質問する，説明する／道案内

ポスター作成とプレゼンテー
ション

ペアでのやりとり

ライティングテスト

中
間
・
期
末
テ
ス
ト

Les.5 The History of Cocolate 動名詞

Les.6 Our School

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きな
どについて理解を深めている。
・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きな
どの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くこ
とによる実際のコミュニケーションにおいて、目的
や場面、状況に応じて適切に活用できる技能を身
に付けている。

コミュニケーションの行う目的や場面、状況
などに応じて、日常的な話題や社会的な話題
について、外国語で情報や考えなどの概要や
要点、詳細、話し手や書き手の意図のなどを
的確に理解したり、これらを活用して適切に
表現したり伝え合ったりしている。

（３）

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮し
ながら，主体的，自律的に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図ろうとする態度を養
う。

主体的に学習に取り組む態度

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮し
ながら、主体的、自律的に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図ろうとしている。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況
などに応じて，日常的な話題や社会的な話題
について，外国語で情報や考えなどの概要や
要点，詳細，話し手や書き手のの意図などを
的確に理解したり，これらを活用して適切に
表現したり伝え合ったりすることができる力
を養う。

思考・判断・表現

（１）

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなど
の理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこ
と，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコ
ミュニケーションにおいて，目的や場面，状況など
に応じて適切に活用できる技能を身に付けるよう
にする。

知識・技能

（２）

令和4年度シラバス

英語コミュニケーションⅠ

科目名 単位数 標準単位数

33

対象学年

1 全学科（海洋技術・海洋サイエンス・総合）

対象学科


